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The anabolic steroid of SC-7525 were used for the treatment of 20 cases of ortho-
paedic lesions; these were 15 cases of spinal osteoporosis, 5 cases of bone tumors and 
tumorous conditions, 4 cases of fractures and one case of joint tuberculosis. 
In spinal osteoporosis, the effective results for subjective complaints and objective 
findings were recognized in 12 cases of 15回 ses.
In al other cases of this series of fracture, tumor and tuberculous lesion, the prepara-
tion of SC・7525had taken effect similarly. 
Of 25 cases, only two patients complained the side effects of amenorrhea and slight 




























だー75~5（以下SC と略す〕は図 l lこ示すよらな化学機
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は第12胸椎と第 l 腰椎との間の ~g市伏陰影が増強して
いる．
症例13 5cJ才p 主婦．約5年程前からなんら誘因な





































































本症例では受傷後3日目から 1週間毎に没、25mg宛 症例．訟に骨褒腫の l例について簡単．に紹介する．
をi回，更に2週間々隔で2回注射したつ：，第l回目 症例20ー 15才，合． 有上腕骨に発生した骨獲腫で，
の手術後1ヵ月目には既に著明な仮骨形成を証明し 初診時病的骨折を合併していた（図1n. 本痕例では
た．ちなみに術後5ヵ月目のレ線像は図10の通りであ 十二指腸虫症の為に栄養も極めて悪かったの でP 援
る． 照・骨移植術後1週間々隔で 12.Smg宛2回注射し，東
( 3） 骨医療ならびに骨腫自菌性疾患 に2週後に同量を河射したが，術後4逓自のレ線所見
表3に一括して表示した如く骨嚢腫3例， Monostotic （図12）では既にか なり豊富な仮骨形成が認められ，
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るようでありp またわれれれの症例の場合P 150mg以 に投与し，満足すべき整復・固定位が得られてから 、l
上を投与した」例ではすべてに著効を収めながらp そ ～6週間を原則として投与すればよいかと考える．
れ以下の量では11例中著効4例p 有効4例p 無効3例 ( 3) 骨医療並びに骨腫癒性疾患：
であった点を考慮すれば，使用期聞が比較的長期に亘 骨腫疹特に悪性骨腫場では一般に休蛋自の消耗が概
る程その効果も顕著な傾向が窺われる．特に圧痛，叩 めて著しいものであるが，今回われわれが日ぐの治療









( 2） 骨 折： するに当つては骨折若しくは仮関節の治療に於けると
骨折冶療の原則が解剖l学的な整復と，確実な固定に 同じような観点にι関して蛋白同化ホルモンを投与す
あることはいうまでもないことである．しかしながら ることは極めて有意義なことかと思考される．












響を臨床的に判定することも動物実験のそれのように ト？｛ シンと男性ホ＇cモンとを併用すればp ストレプ
簡単ではない． しかし 没、 を用かたわれわれの経験か トマイシン単独療法に比して，その自然治癒を著しく
らすればy リ レらを用いない 一般のそれに比して少な 促進することも立証されており，いずれにしても蛋白




するところであるが， SCを使用した場合には l～2 九全身的にも又局所的にもかなりの効果を挙げ得た
ヵ月の固定では殆ど認められないかp 或いは緩めて軽 ものと考えられる．
徴であり，この点からもSCの効果の一端を窺いうる． I 5 ）副作用：




のでP 日Cの注射を中止したところ次回からは正常と 結核等々では，何れも全身状態の改善とp 術後の仮骨
なった．また症例2では氏、を12.Smg宛2週間毎に4図 形成ないしは移値骨の着床経過の促進を企図しP 年令
注射し， 8週日の検査で初めて肝障害を認めたがp 本 並びにその症状に応じて12.5～25mg宛を l～2週間マ
例にぬでは抗結核剤（SM,PA吋.INAH）をも使用し 隔で2～6回投与したがp すべてに良好な結果が得ら
ていたので3 取り敢えずPASの投与も中止し肝庇護剤 れた．




肝要であるがp 少なくともろCを用いたわれわれの経 の謝意を表すると共にp 薬剤の提供を受けた大日本製
験では，左程忌むべき程度のものではなく，何れも比 明株式会社に深謝する．
較的短期間で消失した．特に症例25では抗結核剤も用 主要文献









2週間毎に投与しI 5, 6回～7.8回を 17ー ルとして
注射するのが望ましい．
③ 骨折，骨腫場！立びその類似疾患p 或いは骨関節
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